
初
期
真
宗
教
団
の
特
質

細

川 

行

信

は

じ

め

に

親
鸞
を
宗
祖
と
仰
ぐ
真
宗
の
教
団
は
、

そ

の

初

め

よ

り

「
御

同

朋

・
御
同
行
」

の
、

い
わ
ゆ
る
同
朋
教
団
と
し
て
伝
統
さ
れ
て
き
た
が
、 

そ
れ
は
、

か
つ
て
親
鸞
が
東
国
伝
道
を
通
し
て

培
わ
れ
た
「
ゐ
な
か
の
ひ
と̂

^

」
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
初
期
の 

教
団
に
つ
い
て
、

『
歎
異
抄
』

に

は

「
親
鸞
は
弟
子
一
人
も
も
た
ず
さ
ふ
ら
う
」

と
い
い
、

さ

ら

に

「
つ
く
べ
き
縁
あ
れ
ば
と
も
な
ひ
、 

は
な
る
べ
き
縁
あ
れ
ば
は
な
る
ゝ
」

と
載
せ
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
人
為
的
に
組
織
さ
れ
た
教
団
で
な
い
事
を
語
る
と
共
に
、
親
鸞
の 

下

に

集

ま

る

人

た

ち

を

「
専
修
念
仏
の
と
も
が
ら
」

と
し
て
、
師
源
空
に
よ
る
一
向
専
修
の
念
仏
者
で
あ
る
こ
と
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
。

而
し
て
、
後
世
そ
の
真
宗
教
団
が' 

源
空
を
祖
と
す
る
浄
土
宗
教
団
と
区
別
し
て
、

ひ

ろ

く

「
一
向
宗
」
あ

る

い

は

「
門
徒
宗
」 

と
呼
ば
れ
た
こ
と
は
、

そ

こ

に

親

鸞

が

「
真
宗
興
隆
大
祖
」

と
源
空
を
仰
ぐ
こ
こ
ろ
が
、

さ

ら

に

親

鸞

の

廟

堂
を

中

心
と

す

る

「
大
谷
門 

徒
」

よ
り
本
願
寺
教
団
へ
と
展
開
す
る
な
か
で
も
相
承
さ
れ
て
き
た
。

実
は
、

こ
う
し
た
真
宗
教
団
の
理
念
を
志
願
し
な
が
ら
、

い
か
に 

初
期
教
団
が
経
営
さ
れ
て
い
っ
た
か
、

具
体
的
に
史
料
を
あ
げ
て
考
察
し
て
み
た
い
。



一

承

元

元

年(

一
二
〇
七)

の
専
修
念
仏
停
止
の
弾
圧
に
よ
っ
て
、
遠

く

越

後

へ

流

さ

れ

た

親

鸞

は

「
非
僧
非
俗
」

の
場
に
立
ち
、

み
ず
か 

ら

「
禿

」

の
字
を
も
っ
て
姓
と
し
た
。

即
ち
、

こ

の

『
教
行
信
証
』
後
序
の
告
白
は
、

『
歎
異
抄
』

に
は
そ
の
ま
ま
巻
末
の
記
録
中
に
載 

り
、

お

わ

り

に

「
流
罪
以
後
愚
禿
親
鸞
令
“書
給
也
」

と
誌
す
。

か
く
て
、

そ
こ
に
始
め
ら
れ
た
沙
弥
生
活
は
、

在
家
業
縁
の
中
で
の
念 

仏
生
活
で

あ
り
、

そ
れ
は
又
、

か
つ
て
六
角
堂
の
救
世
菩
薩
の
告
命(
「
行
者
宿
報
」
の
文)

に
示
唆
さ
れ
る
と
共
に' 

つ
い
で
師
源
空
の
三 

回

忌

に

あ

た

る

建

保

二

年(

ニ

ニ

四)

に

「
越
後
国
よ
り
常
陸
国
に
越
て
」(
『
親
鸞
伝
絵
』
下
の
二)

と
、

い
わ
ゆ
る
入
関
し
て
伝
道
す
る 

こ

と

こ

そ

「
救
世
菩
薩
の
告
命
を
受
し
往
の
夢
、 

既
に
今
と
符
合
せ
り
」(

同
上)

と
伝
え
ら
れ
し
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
も' 

こ
の
師
恩 

を
念
報
す
る
伝
道
は
、
師

源

空

の

遺

誡(

没
後
二
箇
条
事)

に
も
と
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て' 

親
鸞
は
二
箇
条
中
そ
の
第 

一
条
の
み
を' 

そ

の

の

ち

『
西
方
指
南
抄
』
中
末
に
収
め
て
い
る
。
今' 

そ
の
部
分
を
左
に
示
そ
う
。

一
 

葬
家
追
善
事

右
葬
家
之
次
第
、
頗
有
ー
ー
其
採
旨
ハ 

有
ー
ー
籠
居
之
志
一
遺
弟
同
法
等
、
全
不"

可
”
群
ヨ
会
一
所
一
者
也
。

其
故
何
者
、
雖
一
一-
復

似-
一
和
合
ハ 

集
則
起
一
一
闘
靜
ハ 

此
言
誠
哉
、
甚
可
一-
謹

慎

—〇
若
然
者
我
同
法
等
、 

於
ー
ー
我
没
後
ハ 

各
住
各
居' 

不"

如"

不
“
会
、
闘
靜
之
基
由' 

集
会 

之

故

也

。
羨
我
弟
子
同
法
等
、
各
閑
住
一
一
本
在
之
草
庵
ハ 

苦
可
“
祈
ー
ー
我
新
生
之
蓮
台
ハ 

努
々
群
「
居
一
所
ハ 

莫
〒
致
ー
ー
靜
論
一
起
”
忿
怨
士 

有

“
知
一-
恩
志
一
之
人
、
毫

末

不

“
可
・
違
者
也
。
兼
又
追
善
之
次
第
、
亦
深
有
ー
ー
存
旨
ハ 

図

仏

・
写
経
等
善
、
浴
室
・
檀
施
等
行' 

一
向 

不

“
可

“
修

“
之
。

若
有
一
一
追
善
報
恩
之
志
一
一
人
ハ
唯
一
向
可
一
一-
修
一
一
念
仏
之
行
—〇
平
生
之
時
、
既
付
一
一
自
行
化
他
ハ
唯
局-
一
念
仏
之
一
行
ハ 

歿 

没
之
後
、
豈
為
一
一
報
恩
追
修
ハ
寧
雑-
一
自
余
之
衆
善-

哉

。

但
於
ー-
念
仏
行
一
尚
可
“
有
一-
用
心7

或
眼
閉
之
後
、

一
昼
夜
自-
一
即
時-

始
レ
之
、 

標
ー
一
誠
至
心
ハ 

各
可
ー
ー
念
仏-

中
陰
之
間
、

不
”
断
一
一
念
仏
ハ 

動
生
一
一
懈
惓
ハ 

各

還

闕-
一
勇
進
之
行
—〇
凡
没
後
之
次
第
、 

皆

用-
一
真
実
心
一
可 

レ
棄
一
一
虚
仮
行
ハ
有
レ
志
之
倫
勿
レ
乖
ー
ー
遺
言
一
而
已



な
お
、

望

西

楼

了

慧

の

集

録

『
漢
語
燈
録
』
巻

十

所

収

の

「
不
“
可
一
壽
一
一
論
房
舎
・
資

具

・
衣

鉢

・
遺
物
等
一
事
」

の
一
条
を'

『
指
南 

抄
』

に
載
せ
て
い
な
い
こ
と
は
、

そ
れ
が
特
定
の
弟
子
へ
の
遺
産
相
続
に
関
す
る
箇
条
で
あ
る
た
め
の
省
略
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
親 

鴛
に
と
っ
て
は
、
前
掲
の
一
条
こ
そ
遵
守
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
も
、

そ

れ

は

『
漢
語
燈
録
』

の

末

尾

に

は

「
建
久 

九
年
四
月
ハ
日
釈
源
空
在
御
判
」

と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
す

で

に

梅

原

隆

章

氏

が

「
こ
の
建
久
九
年
は
親
鸞
二
十
六
歳
、
吉
水 

入
室
の
三
年
前
で
あ
る
。

従
っ
て
親
鸞
入
室
の
当
初
か
ら
こ
の
遺
誡
を
肝
に
銘
じ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」

と
指
摘
さ
れ
た
ご
と
く
で 

あ
る
。

す
な
わ
ち
、
遺
弟
同
法
等
が
、

な
き
師
を
慕
う
て
京
都
へ
集
中
す
る
こ
と
な
く'

各
地
そ
れ
ぞ
れ
の
草
庵
に
散
在
す
る
よ
う
に
誡 

め
る
と
共
に' 

各

所

に

お

い
て

諸

善"

諸
行
を
積
み
励
む
の
で
な
く
、
唯
ひ
と
え
に
念
仏
の
一
行
を
専
修
す
る
よ
う
に
諭
す
も
の
で
あ
る
。
 

こ
う
し
た
遺
誡
の
こ
こ
ろ
を
窺
う
と
き' 

か

つ

て

師

源

空

よ

り

『
選
択
集
』

の
付
属
を
う
け
、

さ
ら
に
真
影
の
図
画
と
い
う' 

他
に
例
を 

み
な
い
恩
厚
を
蒙
っ
た
親
鸞
の
場
合
、
遺
誡
に
し
た
が
っ
て
新
し
い
天
地
を
求
め
、
家
族
を
伴
っ
て
の
伝
道
へ
と
決
意
さ
れ
た
に
違
い
な 

い
。

こ
の
際
、
な
ぜ
東
国
と
く
に
常
陸
へ
と
入
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、

か
つ
て
論
考
を
発
表
し
た
事
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、 

私
見
に
よ 

れ
ば
、
当
時
、
鎌
倉
を

中

心
と

し

た

相

模

・
武

蔵

・

上

野

，
下
野
な
ど
、
比
較
的
早
く
開
け
た
地
方
に
は
、
幕
府
の
御
家
人
で
源
空
の
弟 

子

と

な

っ

て

い

た

人

た

ち(
武
蔵
国
の
甘
糟
忠
綱
・
熊
谷
直
実
，
津
戸
為
守
、
上
野
国
の
大
胡
隆
義
・
蘭
田
成
実
、
下
野
国
の
宇
都
宮
頼
綱
な
ど)

が 

あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
所
領
地
で
の
専
修
念
仏
の
普
及
が
み
ら
れ
る
が' 

い
わ

ゆ
る
後
進
地
区
の
常
陸
の
奧
郡(

那
珂
川
流
域
の
北
方
、
那
珂
東 

・
西
、
久
慈
東
・
西
、
佐
都
東
，
西
、
多
珂
の
七
郡)

は
、

旧
仏
教
の
陋
習
に
閉
ざ
さ
れ
て

生
活
す
る
多
く
の
「
ゐ
な
か
の
ひ
と~

^
」

(

『
唯
信 

鈔
文
意
』
，
『
一
念
多
念
文
意
』

の
奥
書)

が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
地
方
へ
親
鸞
が
移
住
さ
れ
た
こ
と
も' 

先
の
遺
誡
に
照
ら
し
て
推
考
す
る
と 

き
、

そ
の
後
の
二
十
年
に
及
ぶ
伝
道
は
、

ま

さ

に

「
ゐ
な
か
の
ひ
と-
^

」

と
共
に
自
行
化
他
の
道
を
歩
む
、 

自
信
教
人
信
の
実
践
で
あ 

っ
た
と
申
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

か
く
て
、
東
国
に
誕
生
し
た
教
団
に
つ
い
て
、
真
宗
史
学
の
創
始
者
で
あ
る
山
田
文
昭
先
生
は
、

同

信

門

侶

の

教

団

を

「
他
力
の
信
心 

を
潯
る
人
は
、
如
来
の
本
願
を
敬
ひ
信
じ
て
よ
ろ
こ
ぶ
か
ら
、 

即
ち
わ
が
親
し
い
友
で
あ
る
と
い
ふ
考
へ
に
基
く
の
で
あ
っ
て
、
こ
ゝ
に
自



然
に
生
れ
て
来
た
教
団
は
自
分
一
個
の
力
で
開
拓
し
た
自
己
中
心
の
も
の
で
は
な
く
、
全
く
如
来
よ
り
賜
っ
た
如
来
の
教
団
で
あ
っ
た
」 

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

こ
こ
に' 

い

う

と

こ

ろ

の

「
如
来
の
教
団
」

と

は

ゝ

覚

如

の

『
口
伝
鈔
』

に

「
み
な
如
来
の
御
弟
子
」

と
あ
る
表 

現
と
同
意
で' 

そ

れ

は

曇

翹

の

申

さ

れ

た

「
同
一
念
仏
無
一
ー
別
道
一
故
遠
通
夫
四
海
之
内
皆
為
一
ー
兄
弟-

也
」(

『
論
註
』
下)

の
理
念
に
も
と 

づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

同
一
念
仏
の
法
の
下
、

共

に

同

じ

道

を

歩

む

と

こ

ろ

の

「
同
朋
」
・
「
同
行
」

の
教
団
で
あ
る
が' 

そ 

れ
は
念
仏
教
団
以
外
の
人
達
と
一
体
ど
の
よ
う
な
立
場
の
相
違
が
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、

こ
の
点
を
確
め
て
み
た
い
。 

こ
れ
に
関
し
て' 

か
つ
て
親
鴛
の
吉
水
時
代
、

聖
道
門
側
よ
り
の
専
修
念
仏
停
止
の
な
か
で
、

元

久

元

年(

一
ニ〇

四)

の
山
門
訴
状
に 

対
す
る' 

源
空
の
側
で
し
た
た
め
た
七
箇
条
に
わ
た
る
制
誡(

十
一
月
七
，
八

，
九
日
に
わ
た
り
門
弟
署
名)

に
は' 

そ

の

こ

ろ

「
綽
空
」

の
諱 

で
あ
っ
た
親
鸞
も
、

二
日
目
に
署
名
し
て
い
る
事
は
周
知
の
通
り
で
あ
る(

原
本
は
嵯
峨
ニ
尊
院
蔵)

。

し
か
も
、

そ

れ

が

『
西
方
指
南
抄
』 

中
末
に
収
め
ら
れ' 

後

に

覚

如

が

『
改
邪
鈔
』

に

二

箇

所

に

わ

た

っ

て

「
七
箇
条
の
御
起
請
文
」

を
引
い
て
い
る
こ
と
は
、
本
願
寺
教
団 

へ
の
変
遷
期
に
あ
っ
て
も' 

な
お
教
団
の
準
拠
す
べ
き
制
誡
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

而
し
て
、
そ
の
中
の
一
つ
は
、

既

に

『
歎
異 

抄
』

に

も

「
靜
論
の
と
こ
ろ
に
は
も
ろ'
'
^

の
煩
悩
お
こ
る
、

智
者
遠
離
す
べ
き
よ
し
の
証
文
」(

一
ニ)

と
し
て
記
載
さ
れ
る
。

よ
っ
て
 ゝ

こ
こ
に
七
箇
条
制
誡
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が' 

と
く
に
基
本
的
な
も
の
は
第
一
条
と
第
二
条
で
あ
り
、

全
七
箇
条
は
此
の
二
条 

に
集
約
さ
れ
る
如
く
で
あ
る
。

今' 

そ

の

両

条

を

『
西
方
指
南
抄
』

よ
り
引
文
し
よ
う
。

ー
、

普

告
"

于
一
一
予
門
人
念
仏
上
人
等
一 

可
；
停
丫
止
未
レ
窺
ー 
ー
ー
句
文
一
奉
：

破
二
真
言
止
観
一
謗
中
余
仏
菩
薩
上
事 

右

至

“
立
一
一
破 

道
一
者
、
学
生
之
所
“
経
也
、
非­
一
愚
人
之
境
界
—〇
加
之
誹
謗
正
法
、

免
ヨ
除 

弼

陀

願

—〇
其
報
当
”
堕
一
一
那
落
ハ 

豈 

非
二
癡
闇
之
至
一
哉 

一'

可
幣
停
〒
止
以
一
一
无
智
身-

対--
有
智
人
一
遇
一-
別
行
輩
一
好
致
”
靜
論
士
事 

右
論
義
者
、
是
智
者
之
有
也
、
更
非
一
一
愚
人
之
分
—〇
又
禅
論
之
処' 

諸
煩
悩
起
、
智
者
遠
コ
離 

之
一
百
由
旬
也
。
況
於
ー
ニ
向
念



仏
之
行
人
一
乎

以
上
の
二
条
に
つ
い
て
、

そ
の
意
趣
を
う
か
が
う
と
、

ま
ず
第
一
条
で
は' 

念
仏
者
は
真
言
止
観
を
破
っ
た
り
、

余
仏
菩
薩
を
謗
っ
て 

は
な
ら
な
い
旨
を
あ
げ
、
相

手

を

論

難

す

る

こ

と

は

「
学
生
」
す
な
わ
ち
聖
道
門
の
学
僧
の
す
る
こ
と
で
あ
っ
て' 

「
愚
人
之
境
界
」

た 

る
念
仏
者
の
行
う
べ
き
こ
と
で
な
く
、

こ
う
し
た
正
法
の
誹
謗
は
弥
陀
の
本
願
に
除
か
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

さ
ら
に
第
二
条
で
は 

無
智
の
身
で
あ
る
念
仏
者
が
有
智
の
聖
道
門
の
人
々
と
好
ん
で
靜
う
べ
き
で
な
い
旨
を
あ
げ' 

「
愚
人
之
分
」
と
し
て
決
し
て
行
っ
て
は 

な
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
若
し
こ
う
し
た
論
義
の
起
き
る
場
合
は
、
そ
の
場
所
か
ら
遠
く
離
れ
る
よ
う
に
と
諭
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

そ 

こ
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

聖
道
門
に
対
す
る
浄
土
門
の
専
修
念
仏
者
、

そ

の

念

仏

者

の

立

場

が

「
愚
人
」

の
分
際
に
あ
る
こ
と
を
明 

か
す
も
の
で
あ
る
。

而
し
て
、

こ

の

「
愚
人
」

の
立
場
は
、

醍

醐

本

『
法
然
上
人
伝
記
』(

三
心
料
簡
事)

の

中

に

「
凡
聖
道
門
極
一
一
智
恵- 

離
ー
ー
生
死
ハ 

浄
土
門
還
一
一
愚
癡
一
生
ー
ー
極
楽
--0
所

以

趣-

聖
道
門
一
之
時
、
瑩
一
一
智
恵
一
守
ー
ー
禁
戒
ハ 

浄
一
一
心
性-

以
為0
宗
。

然

入­
一
浄
土
門-

之
日
不 

“
憑
一
ー
智
恵
ハ 

不
“
護-

戒
行
ハ 

不
“
調
一
ー
心
器
ハ 

只
々
無
一
一
甲
斐
一
成
ー
ー
無
智
者
一
憑
一
一
本
願
ー
願
ー
ー
往
生
一
也
」

と
載
せ' 

源

空

み

ず

か

ら

「
わ
れ
ら 

は
こ
れ
烏
帽
子
も
き
ざ
る
お
と
こ
也
。

十
悪
の
法
然
房
が
念
仏
し
て
往
生
せ
ん
と
い
ひ
て
ゐ
た
る
也
。

又
愚
癡
の
法
然
房
が
念
仏
し
て
往 

生
せ
ん
と
い
ふ
也
。

安
房
の
助
と
い
ふ
一
文
不
通
の
陰
陽
師
が
申
す
念
仏
と
、

源
空
が
念
仏
と
ま
た
く
か
は
り
め
な
し
」(
『
和
語
燈
録
』 

五)

と
あ
り' 

ま

た

常

の

仰

と

し
て

伝

え

る

「
源
空
は
智
徳
を
も
て
人
を
化
す
る
な
を
不
足
な
り
、

法
性
寺
の
空
阿
弥
陀
仏
は' 

愚
癡
な 

れ
ど
も
、
念
仏
の
大
先
達
と
し
て
、
あ
ま
ね
く
化
導
ひ
ろ
し
。

我
も
し
人
身
う
け
ば' 

大
愚
癡
の
身
と
な
り
、
念
仏
勤
行
の
人
た
ら
む
と 

ぞ
仰
ら
れ
け
る
」(
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
四
八)

と
あ
る
こ
と
等
に
よ
っ
て' 

師
源
空
の
宗
教
的
立
場
が
明
瞭
に
知
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
 

こ
れ
は
親
鸞
に
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
た
こ
と
は
、

「
愚
禿
」

の
名
告
り
の
上
に
確
認
さ
れ
る
が' 

さ

ら

に

文

応

元

年(

ニ
ー
六
〇)

十
一 

月
十
三
日
の
消
息
に
も
、
あ
き
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
そ

の

文

中

に

「
故
法
然
聖
人
は
浄
土
宗
の
ひ
と
は
愚
者
に
な
り
て 

往
生
す
と
候
し
こ
と
を
、 

た
し
か
に
う
け
た
ま
は
り
候
し
う
へ
に
、
も
の
も
お
ぼ
え
ぬ
あ
さ
ま
し
き
人
々
の
ま
い
り
た
る
を
御
覧
じ
て
は. 

往
生
必
定
す
べ
し
と
て
、

え
ま
せ
た
ま
ひ
し
を
み
ま
い
ら
せ
候
き
」(

『
末
燈
鈔
』
六)

と
あ
る
が
、

当
時
す
で
に
八
十
八
歳
で
あ
っ
た
親
鸞



は
、

と
お
く
五
十
年
以
上
も
前
に
恩
師
よ
り
常
の
仰
と
し
て
聞
か
れ
た
「
愚
者
に
な
り
て
往
生
す
」

と

い

う

「
愚
者
」

の
立
場
こ
そ
、
専 

修
念
仏
者
の
依
る
べ
き
基
盤
と
し
て
明
か
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、

そ

れ

は

前

掲

『
三
心
料
簡
事
』

に

示

す

「
還-
一
愚
癡-

」
と
い 

う
こ
と
で
あ
り
、

こ

れ

に

つ

い

て

『
法
然
上
人
伝
法
絵
』(

高
田
本)

に
は
、

聖
覚
法
印
の
唱
導
と
し
て
次
の
ご
と
き
記
載
が
あ
る
。
 

そ
れ
愚
痴
に
か
へ
る
と
い
ふ
は
、
法
蔵
比
丘
の
昔
の
時
成
就
衆
生
の
願
を
た
て
給
し
お
り' 

す
べ
て
罪
障
深
重
の
た
ぐ
ひ' 

濁
世
末 

代
の
愚
鈍
の
や
か
ら
、
生
死
の
尺
期
な
か
ら
む
事
を
ふ
か
く
悲
て
、

五
劫
思
惟
の
室
の
う
ち
に
、
観
念
坐
禅
布
施
持
戒
等
の
わ
づ
ら 

は
し
き
諸
の
行
を
さ
し
お
き
て' 

易
行
易
修
の
称
名
を
も
て' 

本
願
と
し
て' 

普
く 

一
切
の
下
機
に
応
じ
給
へ
り
。

一
念
な
お
得
生 

の
業
也
。

況
や
多
念
お
や
。

五
逆
む
ね
と
正
機
な
り
、
況
や
軽
罪
の
人
を
や
。

こ
れ
に
よ
り
て
超
世
の
誓
願
と
な
づ
け
、

又
は
不
共 

の
利
生
と
称
す
。

ふ
か
く
そ
の
願
を
信
じ
て
名
号
を
称
念
す
れ
ば
、
愚
癡
を
論
ぜ
ず
持
戒
破
戒
を
簡
ず' 

十
は
十
な
が
ら
む
ま
れ
、 

百
は
百
な
が
ら
む
ま
る
。

し
か
の
み
な
ら
ず' 

釈
迦
啓
勲
の
付
属
、 

諸
仏
一
味
の
証
誠
は
、

た
・
名
号
に
か
ぎ
り
て
観
仏
に
通
ぜ
ず
。
 

指
方
立
相
し
て
あ
へ
て
ふ
か
き
こ
と
は
り
を
あ
か
さ
ず
。

無
智
の
義
文
こ
と
は
り
必
然
な
り
。

た
ヾ
信
じ
て
行
ず
る
よ
り
ほ
か
に
は 

義
な
き
を
も
て
義
と
す
。

但
も
と
よ
り
智
慧
あ
り
て
弥
陀
の
内
証' 

外
用
の
功
徳
、
極
楽
の
地
下
地
上
の
荘
厳
等
を
観
ぜ
ん
お
ば
、 

必
ず
し
も
遮
せ
ず
。

い
ま
論
ず
る
と
こ
ろ
は' 

義
理
観
念
を
も
て
宗
と
し
て
、
但
信
称
名
の
行
者
を
か
た
く
な
は
し
く'

こ
れ
を
非 

す
る
を
解
す
る
也
。

か
の
聖
道
門
の
先
徳
明
哲' 

浄
土
門
に
入
て
宗
意
を
あ
き
ら
め
て
其
心
を
う
れ
ば
、
本
願
の
奥
旨
往
生
の
正
業
、 

併
ら
口
称
念
仏
也
と
見
ひ
ら
き
ぬ
る
上
は
、
浄
土
経
の
所
説
の
観
仏
三
昧
す
ら
な
ほ
も
て
廃
す
。

い
か
に
い
は
む
や
、
他
宗
の
ふ
か 

き
観
に
お
い
て
を
や
。

只
称
名
の
ほ
か
に
は
そ
の
他
事
を
わ
す
る
。

か
る
が
ゆ
へ
に
、
浄
土
の
機
は
愚
痴
に
か
え
る
と
は
い
ふ
也 

こ
の
よ
う
に
、
く
わ
し
く
還
愚
の
こ
こ
ろ
を
説
明
す
る
が
、
そ

れ

け

後

に

「
こ
れ
み
な
上
人
の
教
誡
」

す
な
わ
ち
源
空
の
教
誡
と
し
て 

示
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
重
要
な
意
味
が
あ
ろ
う
。

し
か
も' 

そ

の

中

に

は

「
た£

信
じ
て
行
ず
る
よ
り
ほ
か
に
は
義
な
き
を
も
て
義
と
す
」 

と
い
う' 

い
わ
ゆ
る
無
義
為
義
の
表
現
も
み
ら
れ
、

無
義
為
義
の
法
と
還
愚
の
機
と
の
表
裏
一
体
す
る
師
訓
を
念
ぜ
ず
に
は
お
れ
な
い
。 

し
た
が
っ
て
、

こ
う
し
た
師
訓
に
も
と
づ
く
真
宗
教
団
は' 

在
家
業
縁
の
な
か
に
同
法
の
門
徒
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
と
い
う
べ
く'

親



鸞
に
先
立
つ
五
十
年
前
に
な
く
な
っ
た
恩
師
の
墓
所
に
近
く
、

同
じ
東
山
大
谷
の
地
に
設
け
ら
れ
た
祖
墳
は
、

十
年
後
に
改
葬
し
て
廟
堂 

の
建
立
さ
れ
た
こ
と
は
、

『
親
鸞
伝
絵
』(

下
の
七)

に
次
の
ご
と
く
記
載
さ
れ
る
。

文
永
九
年
冬
比
、
東
山
西
麓
鳥
部
野
北
、
大
谷
の
墳
墓
を
あ
ら
た
め
て
、
同
麓
よ
り
猶
西' 

吉
水
の
北
辺
に
、
遺
骨
を
堀
渡
て
、
仏 

閣
を
た
て
影
像
を
安
ず
、
此
時
に
当
て
、

聖

人

相

伝

の

宗

義

い

よ

く

興

じ

、
遺
訓
ま
す
ま
す
盛
な
る
こ
と
、
頗
在
世
の
昔
に
超
た 

り
、
す
べ
て
門
葉
国
郡
に
充
満
し' 

末
流
処
々
に
遍
布
し
て
、
幾
千
万
と
い
ふ
こ
と
を
し
ら
ず
、
其
禀
教
を
重
く
し
て
彼
報
謝
を
抽 

る
輩
、
緇
素
老
少
面
々
あ
ゆ
み
を
運
て
、
年
々
廟
堂
に
詣
す

こ
れ
に
よ
れ
ば' 

文

永

九

年(

一
ニ
七
二)

冬
の
こ
ろ
祖
墳
の
移
転
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。

実
は
、

そ

の

地

に

つ

い

て

は

『
専
修
寺
文 

書
』

の

中

に

正

安

三

年

十

二

月

の

「
僧
唯
善
謹
言
上
」
状

に

「
右
件
坊
地
者
、
親
父
禅
念
相
伝
私
領
也
、

而
吾
祖
親
鸞
、

為-
一
法
然
上
人 

弟
子
ハ 

伝
一
一
浄
土
深
義
ハ 

勧
ー
ー
末
世
浅
機
ハ 

仍
禅
念
以"

帰
一
一
敬
仏
法
ハ 

祖
師
没
後' 

於
ー
ー
別
相
伝
大
谷
敷
地
ハ 

去
文
永
第
九
曆
与
ー
ー
門
弟
等
ハ 

合

“
カ
建
一
一
立
一
草
堂
、
安
一
一
置
彼
影
像
一 

同
十
二
年
死
去
畢
」

と
あ
っ
て
、

禅
念
相
伝
の
大
谷
敷
地
に
草
堂
が
建
て
ら
れ
、

親
鸞
の
影
像 

が
安
置
さ
れ
た
事
を
知
り
う
る
。

す
な
わ
ち' 

こ
こ
に
大
谷
本
廟
が
創
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が' 

そ
の
本
廟
草
創
か
ら
本
願
寺
成
立
ま 

で
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、

か
つ
て
山
田
文
昭
先
生
が
専
修
寺
と
本
願
寺
の
文
書
類
に
よ
り
、

詳

細

に

わ

た

っ

て

論

考

さ

れ

た(
『
真
宗
史
之 

研
究
』
の

「
大
谷
本
廟
創
立
考
」)

。

而
し
て
、
特

に

廟

堂

の

留

守

職

を

め

ぐ

り

「
大
谷
本
廟
の
御
影
堂
と
御
影
像
と
は
門
弟
の
共
有
で'

敷
地 

の
所
有
権
は
覚
信
尼
公
に
あ
っ
た
が' 

建
治
三
年
に
至
っ
て
尼
公
は
之
を
御
影
堂
に
寄
進
し' 

堂
像
と
共
に
永
く
門
弟
の
共
有
と
し
た
」 

と
申
さ
れ
る
。

し
か
し' 

こ

れ

は

覚

信

尼

の

「
し
ん
ら
ん
上
人
の
ゐ
中
の
御
で
し
た
ち
の
御
中
」

へ
宛
て
た
寄
進
の
通
告
状
を
熟
読
す
る 

時
、
覚
信
尼
の
寄
進
は
尼
が
廟
堂(

影
堂)

の
永
代
護
持
を
念
じ' 

親
鸞
の
御
墓
所(

髓
地)

に
寄
進
し
た
も
の
で' 

親
鸞
を
祖
と
仰
ぐ
門
徒 

・
教
団
の
公
有
に
し
た
も
の
と
理
解
す
る
。

か
く
て
、
覚

信

尼

は

東

国

在

住

の

「
ゐ
中
の
御
で
し
た
ち
」

に
代
っ
て
廟
堂
す
な
わ
ち
影
堂 

を
守
護
す
る
、

い
わ
ゆ
る
影
堂
留
守
職
を
留
保
し
、

日

常

生

活

を

ば

「
ゐ
中
の
人
々
の
御
心
ざ
し
の
も
の
」

に
よ
る
保
障
を
願
わ
れ
た
事 

は' 

そ
の
最
後
状(
案)

に
よ
っ
て
確
め
ら
れ
る
。

そ
れ
故' 

覚
信
尼
よ
り
覚
恵
を
へ
て
覚
如
へ
の
血
縁
に
よ
る
留
守
職
は' 

も
と
も
と
法



を
同
じ
く
す
る
門
徒
が
東
国
に
居
住
す
る
た
め
、
代
っ
て
本
廟
守
護
に
当
た
る
事
と
な
っ
た
が' 

実
は' 

そ
こ
に
大
谷
本
廟
を
媒
介
と
し 

て
、
ひ
ろ
く
同
法
す
な
わ
ち
同
朋
の
、

血
縁
を
つ
つ
む
血
脈
相
承
の
真
宗
教
団
の
特
質
を
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

二

浄
土
真
宗
の
血
脈
を
う
か
が
う
場
合' 

そ

れ

は

源

空

が

『
選
択
集
』

に

「
浄
土
宗
亦
有
一-

血
脈
一
」

と

し

て

示

さ

れ

た

「
依-
一
道
綽
・
善 

導
之
一
家
一
論
ー
一
師
資
相
承
血
脈-

者
」

と
明
か
す
教
義
の
系
譜
に
も
と
づ
き' 

さ
ら
に
三
国
に
わ
た
る
師
資
の
相
承
を
以
て
、

わ
が
親
鸞 

は

『
教
行
信
証
』

の
上
に
開
顕
さ
れ
た
。

而
し
て
、
そ

れ

は

直

接

「
よ
き
ひ
と
の
お
ほ
せ
」
を
聞
信
し
た
親
鸞
に
と
っ
て
、
師
源
空
の
滅 

後' 

そ

の

教

法

を

知

ら

な

い

東

国

の

「
ゐ
中
の
人
々
」

に

「
じ
し
ん
け
う
人
し
ん
な
ん
ち
う
て
ん
き
ゃ
う
な
む
と
て' 

身
づ
か
ら
信
じ
人 

を
お
し
へ
て
信
ぜ
し
む
る
事
、 

ま

こ

と

の

仏

お

ん

を

む

く

ゐ

た

て

ま

つ

る

も

の

と

信

じ

な

が

ら

」(

恵
信
尼
書
簡
第
五
通)

と' 

入
関
当 

時
の
夫
親
鸞
に
つ
い
て
、
後
に
恵
信
尼
の
消
息
中
に
誌
さ
れ
て
い
る
事
は
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
と
同
じ
時
に
書
か
れ
た
一
通 

(

第
三
通)

に
は' 

常

陸

の

下

妻

幸

井

郷(

現
・
下
妻
市
大
宝
町
坂
井)

に
お
け
る
恵
信
尼
の
夢
想
が
次
の
通
り
述
べ
て
あ
る
。 

だ
う
く
や
う
か
と
お
ぼ
へ
て
、

ひ
ん
が
し
む
き
に
御
だ
う
は
た
ち
て
候
に
、
し
ん
か
く
と
お
ぼ
え
て
御
だ
う
の
ま
へ
に
は
た
て
あ
か 

し
し
ろ
く
候
に'

た
て
あ
か
し
の
に
し
に
御
だ
う
の
ま
へ
に
と
り
ゐ
の
や
う
な
る
に
、

よ
こ
さ
ま
に
わ
た
り
た
る
も
の
に
、

ほ
と
け 

を
か
け
ま
い
ら
せ
て
候
が' 

ー
た
い
は
た£

ほ
と
け
の
御
か
ほ
に
て
は
わ
た
ら
せ
給
は
で
、

た£

ひ
か
り
の
ま
中
ほ
と
け
の
づ
く
わ 

う
の
や
う
に
て
、

ま
さ
し
き
御
か
た
ち
は
み
へ
さ
せ
給
は
ず' 

た£

ひ
か
り
ば
か
り
に
て
わ
た
ら
せ
給
、

い
ま
ー
た
い
は
ま
さ
し
き 

仏
の
御
か
ほ
に
て
わ
た
ら
せ
給
候
し
か
ば' 

こ
れ
は
な
に
ほ
と
け
に
て
わ
た
ら
せ
給
ぞ
と
申
候
へ
ば' 

申
人
は
な
に
人
と
も
お
ぼ
え 

ず' 

あ
の
ひ
か
り
ば
か
り
に
て
わ
た
ら
せ
給
は
、
あ
れ
こ
そ
ほ
う
ね
ん
上
人
に
て
わ
た
ら
せ
給
へ
、

せ
い
し
ぼ
さ
つ
に
て
わ
た
ら
せ 

給
ぞ
か
し
と
申
せ
ば
、
さ
て
又
い
ま
ー
た
い
は
と
申
せ
ば
、
あ
れ
は
く
わ
ん
お
ん
に
て
わ
た
ら
せ
給
ぞ
か
し' 

あ
れ
こ
そ
ぜ
ん
し
ん 

の
御
房
よ' 

と
申
と
お
ぼ
え
て
、
う
ち
お
ど
ろ
き
て
候
し
に
こ
そ
、

ゆ
め
に
て
候
け
り
と
は
思
て
候
し
か
。

さ
は
候
へ
ど
も
、

さ
や



う
の
事
を
ば
人
に
も
申
さ
ぬ
と
き
ゝ
候
し
う
へ
、 

あ
ま
が
さ
や
う
の
事
申
候
ら
む
は' 

げ
に-

—

-

し
く
人
も
思
ま
じ
く
候
へ
ば

 ゝ

て 

ん
せ
い
人
に
も
申
さ
で
、

上
人
の
御
事
ば
か
り
を
ば
・
と
の
に
申
て
候
し
か
ば' 

ゆ
め
に
は
し
な
わ
い
あ
ま
た
あ
る
中
に
、

こ
れ
ぞ
じ 

ち
む
に
て
あ
る
、

上
人
を
ば
し
ょ-
'
^

に
せ
い
し
ぼ
さ
つ
の
け
し
ん
と
ゆ
め
に
も
み
ま
い
ら
す
る
事
あ
ま
た
あ
り
と
申
う
へ
、

せ
い 

し
ぼ
さ
つ
は
ち
ゑ
の
か
ぎ
り
に
て
、

し
か
し
な
が
ら
、

ひ
か
り
に
て
わ
た
ら
せ
給
と
候
し
か
。

と
ん
く
わ
ん
お
ん
の
御
事
は
申
さ
ず 

候
し
か
ど
も' 

心
ば
か
り
は
そ
の
ゝ
ち
う
ち
ま
か
せ
て
は
思
ま
い
ら
せ
ず
候
し
な
り 

以
上' 

す
こ
し
く
長
き
に
わ
た
っ
て
引
文
し
た
が
、

そ

こ

に

記

さ

れ

る

「
御
だ
う
」"

「
た
て
あ
か
し
」
，
「
と
り
ゐ
」
な
ど
の
表
現
よ
り
、 

同
じ
下
妻
の
大
宝
八
幡
宮
に
参
詣
し
て
の
夢
想
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
社
伝
に
よ
る
と
、

草
創
は
古
く
大
宝
元
年
に
藤
原
時
忠
が
宇
佐
ハ

⑹

幡
宮
を
勧
請
し
た
と
い
い' 

鎌

倉

初

期

に

「
下
妻
宮
」

と
し
て
栄
え
て
い
た
事
が
知
ら
れ
る
。
も
し
想
像
す
る
な
ら
ば' 

た
ま
た
ま
下
妻 

宮
の
祭
礼(
現
在
は
三
月
十
五
日
と
ハ
月
十
五
日
に
行
わ
れ
る)

に
出
あ
っ
て
の
縁
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し' 

そ
れ
は
兎
も
角 

と
し
て
、
恵
信
尼
が
勢
至
の
化
身
た
る
恩
師
源
空
を
夢
に
拝
ん
だ
事
を
「
じ
ち
む
」(
実
夢)

と
し
て
喜
ば
れ
た
事
は' 

そ
こ
に
親
鸞
の
師 

恩
を
通
し
て
の
仏
恩
を
念
報
す
る
、 

ふ
か
き
敬
虔
感
情
の
程
を
偲
ば
ず
に
は
お
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
親
鸞
に
お
け
る
報
仏
恩
と
し
て
の
伝
道
は
、
晩

年

に

書

写

・
付

与

し

た

『
唯
信
鈔
文
意
』

や

『
一
念
多
念
文
意
』

の
跋
文 

に

み

え

る

「
ゐ
な
か
の
ひ
と-

^

の
文
字
の
こ
ゝ
ろ
も
し
ら
ず' 

あ
さ
ま
し
き
愚
癡
き
わ
ま
り
な
き
」

人
々
こ
そ' 

そ
の
対
象
と
さ
れ
る 

基
盤
で
あ
っ
た
が' 

こ
の
こ
と
は
、

さ

ら

に

『
歎
異
抄
』

に

「
う

み

・
か
わ
に
、
あ
み
を
ひ
き
、

つ
り
を
し
て
世
を
わ
た
る
も
の
も' 

野 

や
ま
に
し
ゝ
を
か
り' 

と
り
を
と
り
て' 

い
の
ち
を
つ
ぐ
と
も
が
ら
も' 

あ
き
な
ゐ
を
し' 

田
畠
を
つ
く
り
て
す
ぐ
る
ひ
と
も
」
(

一
三) 

と
、
額
に
汗
し
な
が
ら
働
く
階
層
こ
そ' 

と

く

に

対

象

の

基

盤

と

な

る

「
ゐ

な

か

の

ひ

と

・

で

あ

っ

た

に

違

い

な

い

。

こ
の
こ
と
は
、 

源
空
の
門
下
中
、
弁
長
や
証
空
な
ど
が
武
士
階
級
を
基
盤
と
し
た
の
に
対
し
て' 

あ
き
ら
か
に
相
違
す
る
事
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

し
か
も' 

親

鸞

晩

年

の

書

簡

に

よ

れ

ば

「
そ
ら
ご
と
を
ま
ふ
し
、

ひ
が
ご
と
に
ふ
れ
て' 

念
仏
の
人
々
に
お
ほ
せ
ら
れ
つ
け
て
、
念
仏
を
と£

め
ん 

と
、
と
こ
ろ
の
領
家
・
也
頭
，
名
主
の
御
は
か
ら
ひ
ど
も
の
さ
ふ
ら
ふ
ら
ん
こ
と' 

よ
く
よ
く
や
う
あ
る
べ
き
こ
と
な
り
」
(

御
消
息
集
』



九)

と
、

在
地
の

権

力

者

に

よ

る

念

仏

の

弾

圧
が

「
よ
く
よ
く
や
う
あ
る
べ
き
こ
と
」

と
し
て
、

そ

の

理

由

を

次

に

「
そ
の
ゆ
へ
は
、
釈 

迦
如
来
の
み
こ
と
に
は
、

念
仏
す
る
人
を
そ
し
る
も
の
を
ば' 

名
无
眼
人
と
ゝ
き' 

名
无
耳
人
と
お
ほ
せ
お
か
れ
た
る
こ
と
に
さ
ふ
ら
ふ
。
 

善
導
和
尚
は
五
濁
増
時
多
疑
謗
、
道
俗
相
嫌
不
用
聞' 

見
有
修
行
起
瞋
毒
、
方
便
破
壊
競
生
怨
と'

た
し
か
に
釈
し
お
か
せ
た
ま
ひ
た
り
」 

と
経
釈
の
文
証
で
あ
げ
る
。

し
か
も' 

そ

れ

に

続

い

て

「
こ
の
世
の
な
ら
ひ
に
て' 

念
仏
を
さ
ま
た
げ
ん
人
は
、

そ

の
と

こ

ろ

の

領

家

・
 

地

頭

，
名
主
の
や
う
あ
る
こ
と
に
て
こ
そ
さ
ふ
ら
は
め' 

と
か
く
ま
ふ
す
べ
き
に
あ
ら
ず
」
と
、

つ
ね
に
弾
圧
の
試
練
を
へ
て
、

正
法
は 

広
く
深
く
伝
わ
っ
て
い
く
事
を
示
さ
れ
た
。

実
は
、

こ
の
こ
と
は
建
永
二
年(

一
〇
月
二
五
日
、
承
元
改
元)

の
弾
圧
に
よ
っ
て
、

恩
師
源
空 

が

四

国

配

流

に

際

し

「
流
刑
さ
ら
に
う
ら
み
と
す
べ
か
ら
ず
、
そ
の
ゆ
へ
は
、
齢
す
で
に
ハ
旬
に
せ
ま
り
ぬ
、 

た
と
ひ
師
弟
お
な
じ
み
や 

こ
に
住
す
と
も
、
娑
婆
の
離
別
ち
か
き
に
あ
る
べ
し
。

た
と
ひ
山
海
を
へ
だ
っ
と
も' 

浄
土
の
再
会
な
む
ぞ
う
た
が
は
ん
。

又
い
と
ふ
と 

い
へ
ど
も
存
す
る
は
人
の
身
な
り
。

お
し
む
と
い
へ
ど
も
死
す
る
は
人
の
い
の
ち
な
り
。
な
ん
ぞ
か
な
ら
ず
し
も
と
こ
ろ
に
よ
ら
ん
や
。
 

し
か
の
み
な
ら
ず
念
仏
の
興
行
、
洛
陽
に
し
て
と
し
ひ
さ
し
、

辺
鄙
に
お
も
む
き
て' 

田

夫

野

人

を

す

ゝ

め

ん

事

来

の

本

意

な

り

。

し 

か
れ
ど
も
時
い
た
ら
ず
し
て
、 

素
意
い
ま
だ
は
た
さ
ず
。

い
ま
事
の
縁
に
よ
り
て' 

率
来
の
本
意
を
と
げ
ん
事' 

す
こ
ぶ
る
朝
恩
と
も
い 

ふ
べ
し
」
(

『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
三
三)

と
述
べ' 

つ

づ

い

て

「
こ
の
法
の
弘
通
は' 

人
は
と
ヾ
め
む
と
す
と
も
、

法

さ
ら

に
と¢

ま
る 

べ
か
ら
ず
」

と
申
さ
れ
た
事
は
、

正
法
の
久
住
を
志
念
す
る
上
で
特
に
注
目
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

権
力
者
よ
り
の
念
仏
者
弾
圧
は' 

弾 

圧
さ
れ
る
側
よ
り
す
れ
ば' 

苦
し
く
難
儀
な
事
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
実
は
、

こ

う

し

た

弾

圧

者

こ

そ

「
无
眼
人
」"

「
无
耳
人
」

で
、 

そ

れ

故

に

念

仏

を

「
疑
謗
」
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
仏
願
か
ら
す
れ
ば
悲
し
き
存
在
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、 

親
鸞
書
簡
に
は

先

掲

の

文

に

引
き

つ
づ
き

「
念
仏
せ
ん
ひ
と-

は
、

か
の
さ
ま
た
げ
を
な
さ
ん
ひ
と
を
ば' 

あ
は
れ
み
を
な
し
、

不
便 

に
お
も
ふ
て' 

念
仏
を
も
ね
ん
ご
ろ
に
ま
ふ
し
て' 

さ
ま
た
げ
な
さ
ん
を
、 

た
す
け
さ
せ
た
ま
ふ
べ
し
と
こ
そ
、

ふ
る
き
人
は
ま
ふ
さ
れ 

さ
ふ
ら
ひ
し
か
」

と
、
念
仏
を
妨
げ
る
謗
法
の
人
た
ち
を
も
助
け
る
よ
う
、
既
に
古
徳(

今
の
場
合
、
直
接
的
に
は
源
空)

の
申
さ
れ
た
と
こ
ろ 

で
あ
る
。

す
な
わ
ち' 

こ
れ
ら
の
資
料
に
も
と
づ
い
て
考
察
す
る
時
、

源
空
の
浄
土
開
宗
以
来
、
専
修
念
仏
は
弾
圧
を
試
練
と
し
て
弘
通



さ
れ
る
と
共
に
、
疑
謗
す
る
者
を
も
救
済
せ
ず
に
は
お
か
な
い
本
願
の
念
仏
で
あ
り' 

こ
れ
に
つ
い
て

『
選
択
集
』
に

は

「
弥
陀
如
来
、
法 

蔵
比
丘
之
昔
、
被
レ
催
ー
ー
平
等
慈
悲
ハ 

普
為
レ
摂
ー
ー
於
一
切
ハ 

不
卞
以
ー
ー
造
像
・起
塔
等
諸
行
ハ 

為
や
往
生
本
願
い 

唯
以
ー
ー
称
名
念
仏
一
行
一
為
ー
ー 

其
本
願
一
也
」
(

三
・
本
願
章)

と
述
べ
ら
れ
る
。

か
く
て
、

そ

の

「
平
等
慈
悲
」

た
る
如
来
の
大
悲
は
、
あ
ら
ゆ
る
相
対
を
超
え
て
選
択 

摂
取
し
、
逆

・
謗
の
機
を
も
不
捨
す
る
力
用
と
し
て
、
親

鸞

は

『
教
行
信
証
』

の

お

わ

り

に

「
若
見
ー
ー
聞
斯
書
一
者
信
順
為
“
因
疑
謗
為
“
縁 

信
楽
彰
一-
於
願
カ
ー
妙
果
顕
一-

於
安
養
一
矣
」(

後
序)

と
誌
す
。

而
し
て
、

こ
の
信
順
と
疑
謗
の
因
縁
に
つ
い
て
は' 

親
鸞
が
晩
年
に
何
度 

も
書
写
し
て
、
東

国

の

同

朋

に

推

奨

し

た

『
唯
信
抄
』

の

終

わ

り

に

「
こ
れ
を
み
む
ひ
と
、

さ
だ
め
て
あ
ざ
け
り
を
な
さ
む
か
。

し
か
れ 

ど
も
、
信
謗
と
も
に
因
と
し
て
、

み
な
ま
さ
に
浄
土
に
む
ま
る
べ
し
」
と
あ
り
、
後

に

了

祥

は

「
信
謗
と
も
に
因
と
し
て
」
を

「
往
生
要 

集
一
一
ハ
華
厳
経
ノ
心
デ
、

ソ
シ
ル
モ
ノ
モ
逆
縁
ニ
ソ
ナ
ハ
ル
デ
聞
セ
ヨ
ト
ア
ル
。

今

其

要

集

ノ

コ

、
ロ
デ
、 

信
謗
ト
モ
ニ
因
縁
ト
ナ
ル
ト 

云
、
吾
祖
ノ
御
本
書
モ
同
”
之
。

逆
縁
ノ
因
ト
ナ
ル
ト
ハ
地
ニ
ッ
マ
付
テ
、

コ
ロ
ン
ダ
モ
ノ
ガ
、

又

地-
ー
ッ
イ
テ
起
キ
ル
ト
云
。

経
二
、 

タ
ト
へ
ガ
有
、 

ソ
シ
リ
テ
モ' 

ソ
シ
リ
タ
ガ
縁
ト
ナ
リ
テ
、
遂
ニ
聞
ク
ヤ
ウ
ニ
ナ
ル
。

虚
空
ヲ
コ
ロ
ン
ダ
モ
ノ
ハ' 

気
ノ
ッ
キ
場
ガ
ナ
イ 

デ
起
キ
ラ
レ
ヌ
。

仏
ー
ー
ト
ン
ト
無
縁
ノ
モ
ノ
ハ
ヽ
シ
カ
タ
ガ
ナ
イ
ト
云
事
、

ヨ
ク
聞
へ
タ
リ
」

と
講
述
し
て
い
る
。
今
、

そ
の
説
明
に
よ 

れ
ば
、
信

・
謗
が
順
縁
・
逆
縁
と
な
っ
て
皆
共
に
往
生
す
べ
き
事
を
明
か
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
特
に
承
元
の
弾
圧
後
十
四
年
を 

経
た
承
久
の
乱
に
つ
い
て' 

親

鸞

は

「
世
に
く
せ
ご
と
の
を
こ
り
さ
ふ
ら
ひ
し
か
ば' 

そ
れ
に
つ
け
て
も
念
仏
を
ふ
か
く
た
の
み
て
、
世 

の
(

「
世
の
」
は
西
本
願
寺
蔵
室
町
時
代
書
写
本
に
よ
る)

い
の
り
に
、

こ
ゝ
ろ
を
い
れ
て
、
ま
ふ
し
あ
は
せ
た
ま
ふ
べ
し
」
(

『
御
消
息
集
』
七) 

と
願
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、

か
つ
て
専
修
念
仏
を
停
止
し
た
主
上
，
臣
下
が
、
今
度
は
政
変
に
よ
っ
て
弾
圧
さ
れ
る
身
と
な 

っ
た
時
、

死
生
の
帰
依
と
し
て
の
念
仏
に
依
憑
せ
ず
に
は
お
れ
な
い
事
実
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま

さ

に

聖

覚

が

『
唯
信
抄
』

を
著

(8)

わ
し
た
の
は
、

こ
う
し
た
時
期
で
あ
っ
た
事
は
留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

し
か
も
、

現
存
す
る
親
鸞
書
写
の
西
本
願
寺
と
専
修
寺
の 

両
本
共
、
本
文
に
朱
で
圏
発
が
付
し
て
あ
る
の
で' 

拝
読
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
当
時
に
お
け
る
拝
読
の 

時
を
考
え
る
と
、

恐

ら

く

源

空

の

命

日

に

あ

た

る

「
二

十

五

日

の

御

念

仏(

『
御
消
息
集
』

一
三)

」

の
折
、

そ
れ
ぞ
れ
の
道
場
で
文
字
の
読



め
る
道
場
主
が
、
参
集
の
念
仏
者
た
ち
の
前
で
拝
読
し
た
も
の
と
推
察
す
る
。

な
お
、

こ
の
集
会
の
際
、
京
都
の
親
鸞
の
許
へ
送
ら
れ
る 

「
念
仏
の
す
ゝ
め
の
も
の
」(
『
御
消
息
集
』
八)

が
あ
つ
め
ら
れ
、

さ

ら

に

は

「
こ
ゝ
ろ
ざ
し
の
も
の
」(
『
御
消
息
集
』

一
ー
，
『
末
燈
妙
』
二 

〇)

が
出
さ
れ
た
事
も
あ
り
、
親

鸞

の
滅
後
は

二
十
七
日(

弘
安
三
年
十
二
月
十
一
日
本
廟
創
立
文
書)

に

「
故
上
人
之
門
徒
人
々
」(

同
上)

よ 

り
大
谷
の
廟
堂
へ
届
け
ら
れ
た
事
が
知
ら
れ
る
。

と
こ

ろ
で

、
東
国
各
地
の
門
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
集
ま
る
会
所
に
つ
い
て
は
、
「
す
こ
し
人
屋
に
差
別
あ
ら
せ
て' 

小
棟
を
あ
げ
て
つ
く
る
」 

(

『
改
邪
鈔
』)

と
い
う
道
場
の
ほ
か
、

如
来
堂
や
太
子
堂
な
ど
の
辻
堂
が
利
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、

か
つ
て
親
鸞
が
在
住
し 

た
常
陸
国
す
な
わ
ち
現
在
の
茨
城
県
に
あ
る
真
宗
寺
院
に
は
、
殆

ん
ど

聖
徳
太
子
の
木
像(

孝
養
像
で
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
時
代
の
作
が
多
い) 

を
奉
安
す
る
。

こ
の
こ
と
は' 

東
国
に
お
け
る
鎌
倉
時
代
の
太
子
信
仰
と
も
関
係
す
る
が' 

し
か
し
、
今
も
真
宗
を
太
子
宗
と
呼
ば
れ
る 

事

か
ら

も

、
単
に
信
仰
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

こ
こ
に' 

親
鸞
に
お
け
る
太
子
讃
仰
の
深
さ
を
究
明
す
る
事
に
よ
っ
て
、
浄
土 

宗
よ
り
脱
皮
し
た
真
宗
の
特
色
が
あ
き
ら
か
と
な
ろ
う
。

実
は' 

こ

の

件

に

つ

い

て

は

前

に

「
聖
徳
皇
の
め
ぐ
み
」
と

「
和
国
ノ
教
主
」
 

の
拙
稿
に
お
い
て
ま
と
め
た
の
で
、
今
は
そ
の
結
論
だ
け
を
抽
出
す
る
と' 

前
稿
に
お
い
て
は
、

六

角

夢

想

の

「
行
者
宿
報
設
女
犯 

我 

成

玉

女

身

被

犯

一

生

之

間

能

荘

厳 

臨
終
引
導
生
極
楽
」

の
文
が' 

親

鸞

自

筆

「
浄
肉
文
」

の

補

紙(

末
尾
ニ
行)

紙
背
に
同
筆
で
書
か 

れ
、 

い
わ
ゆ
る
肉
食
妻
帯
の
文
証
と
み
ら
れ
る
。

し
か
も' 

こ
の
夢
想
が
、

『
親
鸞
伝
絵
』

に

「
ひ
と
へ
に
真
宗
繁
昌
の
奇
瑞
、

念
仏
弘 

興
の
表
示
也
」(

上
の
三)

と
し
て
、

さ

ら

に

「
稲
田
興
法
」

の

段(

下
の
二)

に

「
仏
法
弘
通
の
本
懐
こ
ゝ
に
成
就
し
、
衆
生
利
益
の
宿
念 

た
ち
ま
ち
に
満
足
す
、

此
時
、
聖
人
被
仰
云
、
救
世
菩
薩
の
告
命
を
受
し
往
の
夢' 

既
に
今
と
符
合
せ
り
」

と
明
か
し
、
太
子
の
告
命
は 

正
し
く
念
仏
に
よ
る
仏
法
弘
通
を
教
示
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

こ

こ

に

専

修

念

仏

弾

圧

に

お

け

る

逆

縁

が

「
大
師
聖
人
源
空
も
し
流 

刑
に
処
せ
ら
れ
た
ま
は
ず
は
、
わ
れ
又
配
所
に
赴
か
む
や
、

も
し
わ
れ
配
所
に
お
も
む
か
ず
は' 

何
に
よ
り
て
か
辺
鄙
の
群
類
を
化
せ
ん. 

こ
れ
猶
師
教
の
恩
致
な
り
、

大
師
聖
人
す
な
は
ち
勢
至
の
化
身
、
太
子
ま
た
観
音
の
垂
迹
な
り' 

こ
の
ゆ
へ
に
わ
れ
二
菩
薩
の
引
導
に
順 

じ
て
如
来
の
本
願
を
ひ
ろ
む
る
に
あ
り' 

真
宗
因
茲
興
し
、

念
仏
由
斯
煽
也
」

と
述
べ
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ
う
し
た
記
載
は' 

そ
れ
が
覚



如
(

一
ニ
七
〇
〜
ニ
ー
一
五
こ
に
よ
る
も
の
だ
け
に
史
料
的
に
疑
問
視
す
る
向
き
も
あ
る
が
、 

し
か
し'

そ
れ
が
初
稿
本
す
な
わ
ち
永
仁
三
年 

(

ニ
ー
九
五)

撰

の

『
伝
絵
』

に
載
せ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
時
に
二
十
六
歳
の
覚
如
は
満
二
年
の
東
国
巡
見
に
も
と
づ
き
、
当
時
ま 

だ
生
存
す
る
親
鸞
遺
弟
た
ち
か
ら
聞
い
た
こ
と
ど
も
よ
り
、
「
偏
為
一
ー
知
恩
報
徳-
」(
識
語)

撰
述
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
 

そ
れ
は
親
鸞
の
生
涯
を
偲
ぶ
重
要
な
資
料
と
申
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
後
の
論
文
に
お
い
て
は' 

親
鸞
が
太
子
に
関
す
る
三
種
類 

・
ー
 

ー
百
首
に
も
及
ぶ
和
讃
を
つ
く
り
、
と

く

に

「
和
国
ノ
教
主
」

と
し
て
尊
崇
さ
れ
た
、
愚
禿
親
鸞
の
こ
こ
ろ
を
窺
っ
た
。

か
く
て
、
そ 

の
求
道
の
生
涯
の
上
に' 

観
音
の
化
身
と
し
て
太
子
を
仰
い
だ
事
は' 

勢

至

の

化

身

・
源
空
よ
り
の
念
仏
の
伝
統
と' 

観

音

の

垂

迹

・
太 

子
よ
り
の
悲
願
の
弘
宣
と
を
経
緯
と
し
て
織
り
な
さ
れ
る
非
僧
非
俗
の
親
鸞
の
誕
生
を
通
し
て
、

お
の
ず
か
ら
な
る
真
宗
教
団
の
形
成
を 

考
え
、
光
明
本
尊
に
画
か
れ
た
太
子
像
に
つ
い
て
も
少
し
く
触
れ
て
お
い
た
。

以
上
、

旧
稿
の
論
旨
に
も
言
及
し
な
が
ら
、
わ
が
親
鸞
の
ご
と
き
深
き
太
子
帰
依
の
人
は
な
く'

そ
れ
は
特
に
十
七
条
憲
法
に
も
と
づ 

く
和
讃
よ
り
、
太
子
の
理
想
実
現
を
願
わ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
大
き
な
意
義
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
源
空
に
よ
る
浄
土
開
宗 

の

こ

こ

ろ

が

「
凡
夫
の
報
土
に
生
ま
る
ゝ
」(

『
行
状
絵
図
』
六)

こ
と
で
あ
り
、

太
子
の
願
わ
れ
た
和
国
の
有
情
を
救
済
せ
ん
た
め
、

「
南 

無
阿
弥
陀
仏
と
申
て
、
疑
な
く
往
生
す
る
ぞ
と
思
と
り
て
申
」(

『
一
枚
消
息
』)

す
ー
向
専
修
の
念
仏
を' 

ひ
た
す
ら
に
自
信
教
人
信
す
る 

と
こ
ろ
に
親
鸞
に
お
け
る
報
恩
の
生
活
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
の
報
恩
感
情
は
晚
年
い
よ
い
よ
深
ま
っ
た
よ
う
で
、

師
源
空
の
言
行
を 

『
西
方
指
南
抄
』

と
し
て
輯
録
し
た
こ
と
や' 

さ

ら

に

は

『
正
像
末
法
和
讃
』

の
上
に
も
よ
く
う
か
が
わ
れ
る
。
す

な

わ

ち

「
弥
陀
の
名 

号

と

な

え

っ

ゝ

信

心

ま

こ

と

に

う

る

ひ

と

は

憶

念

の

心

つ

ね

に

し

て

仏

恩

報

ず

る

お

も

ひ

あ

り

」
(

草
稿
本
の
第
五
首)

や

「
釈
迦 

弥
陀
の
慈
悲
よ
り
ぞ 

願
作
仏
心
は
え
し
め
た
る 

信
心
の
智
慧
に
い
り
て
こ
そ 

仏
恩
報
ず
る
み
と
は
な
れ
」(

第
十
首)

、
そ

れ

に

「
如 

来
大
悲
の
恩
徳
は 

身
を
粉
に
し
て
も
報
ず
べ
し 

師
主
知
識
の
恩
徳
も 

骨
を
く
だ
き
て
も
謝
す
べ
し
」
(

第
卅
五
首)

な
ど
に
よ
っ
て 

知
ら
れ
よ
う
。

し
か
も' 

こ
う
し
た
親
鸞
に
お
け
る
師
主
知
識
を
通
し
た
報
仏
恩
の
こ
こ
ろ
は
、

お
の
ず
か
ら
東
国
の
同
朋
を
し
て
親
鸞 

に
対
す
る
帰
依
の
心
を
生
起
せ
し
め
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
様
で'

そ

の

例

を

善

性

本

『
御
消
息
集
』
第
三
通
所
載
の
蓮
位
添
状
中
に
も



と
め
る
事
が
で
き
る
。
今
、

そ
の
箇
所
を
次
に
か
か
げ
よ
う
。

そ
も-
^

覚
信
坊
の
事
、

こ
と
に
あ
わ
れ
に
お
ぼ
へ
、

ま
た
た
ふ
と
く
も
お
ぼ
へ
候
。

そ
の
ゆ
へ
は
、
信
心
た
が
は
ず
し
て
お
は
ら 

れ
て
候
。

ま
た
た
び-

—

信
心
ぞ
ん
ぢ
の
や
う
い
か
や
う
に
か
と
、た

び
-
'—

-

ま
ふ
し
候
し
か
ば
、
当
時
ま
で
は
た
が
ふ.
へ
く
も
候 

は
ず
、

い
よ-
^

-

信
心
の
や
う
は
つ
よ
く
ぞ
ん
ず
る
よ
し
候
き
。

の
ぼ
り
候
し
に
、
く
に
を
た
ち
て
、

ひ
と
い
ち
と
ま
ふ
し
し
と
き 

や
み
い
だ
し
て
候
し
か
ど
も' 

同
行
た
ち
は
か
へ
れ
な
む
ど
ま
ふ
し
候
し
か
ど
も
、

死
す
る
ほ
ど
の
こ
と
な
ら
ば
、

か 

へ
る
と
も
死 

し' 

と£

ま
る
と
も
死
し
候
は
む
ず
。

ま
た
や
ま
ひ
は
や
み
候
ば' 

か
へ
る
と
も
や
み
、 

と
ヾ
ま
る
と
も
や
み
候
は
む
ず
。

お
な
じ 

く
ば
み
も
と
に
て
こ
そ
お
は
り
候
は£

、

お
わ
り
候
は
め' 

と
ぞ
ん
じ
て
ま
い
り
て
候
也
と
、
御
も
の
が
た
り
候
し
也
。

こ
の
御
信 

心
ま
こ
と
に
め
で
た
く
お
ぼ
へ
候
。

善
導
和
尚
の
釈
の
二
河
の
譬
喩
に
お
も
ひ
あ
は
せ
ら
れ
て' 

よ
に
め
で
た
く
ぞ
ん
じ' 

う
ら
や 

ま
し
く
候
也
。

お
は
り
の
と
き
、
南

无

阿

彌

陀

佛

・
南

无

无

导

光

如

來

・
南
无
不
可
思
議
光
如
來
と
と
な
え
ら
れ
て' 

て
を
く
み
て 

し
づ
か
に
お
わ
ら
れ
て
候
し
な
り

実
は
、

こ
の
蓮
位
添
状
に
つ
い
て
は
前
に
私
見
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

下
野
高
田
よ
り
京
都
の
師
親
鸞
に
会
う
べ
く 

上
洛
の
旅
に
つ
い
た
覚
信
房
が
、

出

発

し

て

間

も

な

く

「
ひ
と
い
ち
」

と
い
う
所
で
発
病
し
た
。

そ
の
時' 

彼
の
一
途
な
願
は
何
と
し
て 

も
師
の
尊
容
を
仰
ぎ' 

直
接
み
声
に
接
し
た
く
、
老
軀
に
鞭
う
っ
て
漸
く
恩
師
の
許
へ
到
着
す
る
事
が
で
き
た
。

こ
の
事
に
つ
い
て
、
蓮 

位

は

「
二
河
の
譬
喩
に
お
も
ひ
あ
は
せ
ら
れ
て
、

よ
に
め
で
た
く
ぞ
ん
じ' 

う
ら
や
ま
し
く
候
也
」
と
、
覚
信
の
行
為
が
、

ま
さ
に
水
火 

二
河
の
中
ひ
た
す
ら
白
道
を
す
す
む
求
道
聞
法
の
人
と
し
て
、 

そ
の
感
懐
を
も
ら
し
て
い
る
。

ま
た' 

こ
の
覚
信
の
子
息
と
思
わ
れ
る
慶 

信

の

上

書(

専
修
寺
蔵)

に
は
、
親

鸞

を

「
師
主
」
と
い
い
も
ら
わ
し
、

「
仏
恩
の
ふ
か
さ
、
師
主
の
御
ど
く
の
う
れ
し
さ
、
報
謝
の
た
め 

に' 

た
だ
み
な
を
と
な
う
る
ば
か
り
に
て
、

日
の
所
作
と
せ
ず
」

と
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
同
朋
の
師
主
親
鸞
を
敬
慕
す
る
感
情
は' 

親
鸞
滅
後' 

遺
弟
た
ち
に
よ
る
影
像
の
造
立
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
の
道
場
に
お
け
る
と
同
様
に
報
恩
念
仏
が
行
わ
れ
、
と
く
に
祥
月
の
十 

一
月
に
は
報
恩
講
が
営
ま
れ
る
事
と
な
っ
た
が' 

こ
れ
ら
は
全
て
報
仏
恩
の
聞
法
会
と
し
て
長
く
伝
え
ら
れ
る
。



な
お
、

集
会
の
道
場
に
本
尊
と
し
て
用
い
ら
れ
た
名
号
本
尊
に
つ
い
て
は' 

そ
れ
が
親
鸞
に
は
じ
ま
る
も
の
だ
け
に
、

初
期
教
団
に
と 

っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
今
は
既
に
紙
数
を
超
過
し
た
の
で' 

次
の
機
会
に
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
。

⑴

『
親
鸞
伝
の
諸
問
題
』

ニ
ニ
ハ
頁

⑵
 

『
真
宗
成
立
史
の
研
究
』
第
一
章
の
う
ち
第
三
節
「
東
国
移
住
と
教
団
の
基
盤
」

⑶
 

『
真
宗
教
義
及
真
宗
史
』
の

「
真
宗
史
要
」

二
五
頁

⑷

山
田
文
昭
『
真
宗
史
之
研
究
』
三
二
頁

⑸

『
真
宗
成
立
史
の
研
究
』
二
〇
三
頁
参
照

⑹
 

『
吾
妻
鏡
』
(

巻
一
ニ)

建
久
三
年
九
月
十
二
日
条
に
「
常
陸
国
村
田
下
庄
」
と
し
て
「
下
妻
宮
等
」
と
割
註
あ
り

⑺

『
唯
信
抄
聞
記
』
第
三
ハ

⑻
 

昭
和
五
十
三
年
度
安
居
講
録
『
唯
信
抄
講
讃
』

の
第
二
章
「
本
抄
撰
述
の
背
景
」
参
照

⑼

『
親
鸞
教
学
』

ー

⑩

『
親
鸞
教
学
』

一
入

(11)
『
真
宗
研
究
』
第
七
輯
所
載
「
慶
信
宛
蓮
位
添
状
の
文
中
私
見
」


